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平成２０年３月期（第８期）中間業績見通しと通期業績予想および 

普通株式配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当行は、本年１０月１日に公表いたしました中間期有価証券評価損の計上等を踏まえ、本年５月９日の  

決算発表時に公表した平成２０年３月期（第８期）の中間業績見通しおよび通期業績予想を下記のとおり   

修正いたします。あわせて、普通株式に係る中間配当予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 

１． 当中間期の業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）           

                                                            （単位：億円） 

【単体】  実質業務純益* 中間純利益 

前回発表予想 (A) ３２０  ３４０  

今回見通し (B) ３４０  ６０  

増減額 (B-A) ２０  △２８０  

増減率 （％） ６．３  △８２．４  

（ご参考）前中間期実績（平成１９年３月期） ２７６  ４１５  

   *経営健全化計画ベース   

                                                             （単位：億円） 

【連結】  経常利益 中間純利益 １株当たり中間純利益

前回発表予想 (A) ３３０ ３８０ ２７円２４銭 

今回見通し (B) ３１０ ３１０ ２１円１３銭 

増減額 (B-A) △２０ △７０ △６円１１銭 

増減率 （％） △６．１ △１８．４ △２２．４ 

（ご参考）前中間期実績（平成１９年３月期） ４５９ ３８８ ２７円１９銭 

 

 

２． 当期の業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

                                                            （単位：億円） 

【単体】  実質業務純益* 当期純利益 

前回発表予想 (A) ６６０  ７００  

今回修正予想 (B) ７００  ４３０  

増減額 (B-A) ４０  △２７０  

増減率 （％） ６．１  △３８．６  

（ご参考）前期実績（平成１９年３月期） ５４９  △４１９  

   *経営健全化計画ベース   
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                                                             （単位：億円） 

【連結】  経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

前回発表予想 (A) ７４０ ７２０ ５１円５７銭 

今回修正予想 (B) ６７０ ６２０ ４０円４０銭 

増減額 (B-A) △７０ △１００ △１１円１７銭 

増減率 （％） △９．５ △１３．９ △２１．７ 

（ご参考）前期実績（平成１９年３月期） ２３１ △６０９ △４５円９２銭 

 

 

３． 中間配当予想の修正の内容 

 

 普通株式１株当たり配当金 

基 準 日 中間期末 

前回予想配当 

（平成１９年８月１０日発表） 
１円６６銭 

今回修正予想配当 ０円００銭 

前中間期（平成１９年３月期）実績 １円６６銭 

 

 

４．業績予想修正および配当予想修正の理由 

 

単体につきましては、本年１０月１日に公表しましたとおり、子会社である株式会社アプラス、当行が３６．４％を

保有する持分法適用関連会社であるシンキ株式会社（以下「シンキ」）の普通株式の時価下落などに伴う減損

処理による有価証券評価損等約２７０億円の計上ならびに、米国住宅ローン市場におけるエクスポージャーの  

評価減と保守的な引当金の計上などにより、業績予想を修正するものです。 

 

連結につきましては、シンキが平成１９年９月１３日に公表いたしました、貸倒引当金ならびに利息返還損失 

引当金の大幅積み増しならびに、米国住宅ローン市場におけるエクスポージャーへの評価減と保守的な引当金の

計上などにより、予想値を修正するものです。なお、シンキの当中間期損失見込額の当行持分としては、    

当中間期に約７０億円の持分法投資損失を計上いたします。 

 

以上の状況を踏まえ、普通株式に対する中間配当は見送ることにつき、本年１１月１４日開催の取締役会に

付議する予定であります。なお、第２回甲種優先株式に対する優先中間配当につきましては当初予定通り所定

の金額を支払う予定であります。 

 

当行社長のポルテは以下のとおり述べています。「消費者金融業界における不透明感が今後払拭されていくに

つれ、これまで当行が直面してきた問題の一部は、今後、業務の発展につながる機会になっていくものと確信して 

います。引き続き、健全な資産と強固な資本基盤により財務の安定性を確保しつつ、将来の成長に向け、   

各業務分野の強化に取り組んでまいります。」 

 

 


